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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数人について四肢末端の冷水負荷試験を行い、次式
　皮膚温回復率Ｒ＝（Ｔ2－Ｔ1）／（Ｔ0－Ｔ1）×１００　（％）
　（式中、Ｔ0は冷水負荷開始前の皮膚温、
　Ｔ1は冷水負荷終了時の皮膚温、
　Ｔ2は冷水負荷終了後所定時間経過したときの四肢末端の皮膚温）
により算出される皮膚温回復率Ｒと、該複数人の皮膚の紫外線に対する反応性との関係を
取得し、任意の被験者について皮膚温回復率を求め、前記皮膚温回復率Ｒと紫外線に対す
る反応性との関係に基づいて該被験者の皮膚の紫外線に対する反応性を推定する皮膚の反
応性の推定方法。
【請求項２】
　皮膚の紫外線に対する反応性として、所定時間の紫外線照射により紅斑が起こる最小の
紫外線の紫外線照射量（Minimal Erythema Dose、ＭＥＤ）を推定する請求項１記載の皮
膚の反応性の推定方法。
【請求項３】
　皮膚の紫外線に対する反応性として、紫外線照射による皮膚の黒化の変化量を推定する
請求項１記載の皮膚の反応性の推定方法。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかに記載の推定方法で推定された皮膚の反応性に基づき、紫外線
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防御方法をアドバイスする美容アドバイス方法。
【請求項５】
　皮膚の反応性に応じた紫外線防御力の化粧料を推奨する請求項４記載の美容アドバイス
方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、皮膚の紫外線に対する反応性を推定する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　日焼けは、色素沈着、肌荒れなどの原因になるため、日焼け止め化粧料が広く使用され
ている。しかしながら、日焼けのしやすさには個人差があり、季節によっても異なる。ま
た、日焼け止め化粧料に含まれている紫外線吸収剤により肌荒れを起こしやすい人もいる
。
【０００３】
　一方、日焼け止め化粧料を初めとする紫外線防御機能を有する化粧料としては、紫外線
防御機能の強さが異なる種々の製品が出回っている。そのため、消費者に美容方法や化粧
料を案内する美容アドバイスでも、個々の消費者にとって必要な紫外線防御レベルを調べ
、そのレベルに適した美容アドバイスを行えることが望ましい。紫外線防御機能が高い化
粧料は、肌荒れやかぶれの原因になる場合があるためである。
【０００４】
　日焼けのし易さを測定する方法として、皮膚に紫外線を照射し、２０時間後に紅斑が起
こる場合の最小の紫外線照射量（Minimal Erythema Dose、ＭＥＤ）を測定する方法が知
られている（非特許文献１）。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】日本化粧品工業連合会ＳＰＦ測定法基準　http://www.epochal.co.jp/i
mg/spf.pdf
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、この方法は、実際に紫外線を皮膚に照射しなければならず、また、紫外
線を皮膚に照射したその場では日焼けのし易さをすぐに知ることができないといった理由
で、店頭等で行う美容アドバイスには適さない。
　そこで、本発明の課題は、皮膚の紫外線に対する反応性を短時間で非侵襲的および簡便
に知ることのできる新たな手法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者は、冷水負荷試験の皮膚温回復率の結果から皮膚の紫外線に対する反応性を推
定できることを見出し、本発明を想到した。
【０００８】
　即ち、本発明は、複数人について四肢末端の冷水負荷試験を行い、次式
　皮膚温回復率Ｒ＝（Ｔ2－Ｔ1）／（Ｔ0－Ｔ1）×１００　（％）
　（式中、Ｔ0は冷水負荷開始前の皮膚温、
　Ｔ1は冷水負荷終了時の皮膚温、
　Ｔ2は冷水負荷終了後所定時間経過したときの四肢末端の皮膚温）
により算出される皮膚温回復率Ｒと、該複数人の皮膚の紫外線に対する反応性との関係を
取得し、任意の被験者について皮膚温回復率を求め、前記皮膚温回復率Ｒと紫外線に対す
る反応性との関係に基づいて該被験者の皮膚の紫外線に対する反応性を推定する皮膚の反
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応性の推定方法を提供する。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、冷水負荷試験の皮膚温回復率から皮膚の紫外線に対する反応性を推定
することができる。したがって、肌を美容上美しく維持する上で、過度に強い紫外線防御
特性の化粧料が選択されることを防止し、適切な紫外線防御方法をアドバイスすることが
可能になる。
【００１０】
　また、皮膚の紫外線に対する反応性として紫外線照射による皮膚の明るさの変化（ΔＬ
*）を測定する場合、皮膚温回復率から推定される皮膚の明るさの変化（ΔＬ*）を、本人
画像でシミュレートして提示することもできる。
【００１１】
　さらに、紫外線に対する反応性が高い人がとる対策としては、適正な紫外線防御特性の
化粧料を選択するほかに、冷水負荷試験の皮膚温回復率を向上させるための対策をあげる
ことができ、例えば、冷え性を改善する美容食品を摂取する、習慣的に入浴する、マッサ
ージを行う等をあげることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、皮膚温回復率とＭＥＤとの関係図である。
【図２】図２は、皮膚温回復率と皮膚の明るさの変化量（ΔＬ*）との関係図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、図面を参照しつつ本発明を具体的に説明する。
＜皮膚の紫外線に対する反応性の推定方法の概要＞
　本発明においては、概略、複数人から冷水負荷試験による皮膚温回復率Ｒと皮膚の紫外
線に対する反応性との関係を取得しておき、その関係を任意の被験者に適用することによ
り、任意の被験者の皮膚の紫外線に対する反応性を推定する。
【００１４】
＜冷水負荷試験による皮膚温回復率＞
　冷水負荷試験は、四肢末端に、所定温度の冷水に所定時間浸漬する冷水負荷を加え、冷
水負荷終了直後から所定時間経過後の四肢末端の皮膚温の回復過程を測定する試験であり
、従来より冷え性の診断などに使用されている。
【００１５】
　冷水負荷を加える部位は四肢末端の少なくとも一箇所であればよく、四肢末端としては
、手首より末端側、足首より末端側等をあげることができ、皮膚温の測定部位としては、
手首より末端側、手の指先、足首より末端側、足の指先などとすることができる。
【００１６】
　皮膚温回復率Ｒは、次式により算出される。
　皮膚温回復率Ｒ＝（Ｔ2－Ｔ1）／（Ｔ0－Ｔ1）×１００　（％）
　（式中、Ｔ0は冷水負荷試験開始前の皮膚温、
　Ｔ1は冷水負荷終了時の皮膚温、
　Ｔ2は冷水負荷終了後所定時間経過したときの四肢末端の皮膚温）
【００１７】
　この場合、Ｔ2の冷水負荷終了直後から四肢末端の皮膚温を測定するまでの時間は１～
６０分とすることが好ましく、１～１０分がより好ましい。また、冷水負荷を行う際の環
境温度は２０～２８℃の範囲が好ましい。更に、冷水負荷試験において、四肢末端を挿入
する冷水の温度は０～２４℃、特に１０～２３℃、更に１５～２３℃が好ましく、負荷時
間は１０秒～２０分の範囲、特に０．５分～1０分の範囲が好ましい。環境温度は、冷水
の温度より高く設定することが好ましい。
【００１８】
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　皮膚温の測定法としては、サーモグラフィや赤外線温度計など非接触の機器を用いて測
定する方法、接触型の温度計を用いて測定する方法などがあるが、多点を同時に測定でき
見た目に変化が分かりやすく、かつ衛生面での管理が容易であることからサーモグラフィ
を用いる方法がより好ましい。
【００１９】
＜紫外線に対する皮膚の反応性＞
　紫外線に対する皮膚の反応性としては、例えば、波長２８０～３２０ｎｍのＵＶＢによ
る紅斑の現れ方、その後の色素沈着の現れ方、波長３２０～４００ｎｍのＵＢＡ波による
皮膚の黒化の現れ方等をあげることができる。
【００２０】
　より具体的には、波長２８０～３２０ｎｍの紫外線を、皮膚の所定部位に、照射量を複
数段階に変えて照射し、１６～２４時間後に紅斑が起きる最小の照射量（Minimal Erythe
ma Dose、ＭＥＤ）や、ＭＥＤよりも強い照射量で皮膚の所定の部位に紫外線を照射した
場合に、所定時間後に色素沈着により現れる皮膚の黒化の程度を皮膚の反応性の指標とし
て測定することができる。
【００２１】
　なお、紫外線に対する反応性を調べる皮膚の部位は、日常的に紫外線に曝露されていな
い部位が適することから、例えば、前腕内側、上腕内側、背中等とすることができる。
【００２２】
＜皮膚温回復率と皮膚の紫外線に対する反応性との関係＞
　皮膚温回復率Ｒと、皮膚の紫外線に対する反応性との関係は、皮膚温回復率Ｒと皮膚の
紫外線に対する反応性の指標を回帰分析することにより得ることができる。
　この場合、皮膚温回復率や皮膚の反応性の指標は、必要により段階的に表わしたものと
してもよい。
【００２３】
＜皮膚の反応性の推定と美容アドバイス＞
　多数人について皮膚温回復率を得た場合と同様にして任意の被験者の皮膚温回復率を得
る。そして、前述の皮膚温回復率と皮膚の紫外線に対する反応性との関係に基づき、任意
の被験者の皮膚温回復率から該被験者の皮膚の紫外線に対する反応性を推定する。
【００２４】
　一方、紫外線に対する皮膚の反応性ごとに、該反応性に適した紫外線防御方法の情報を
蓄積する。例えば、低ＭＥＤの人は紫外線に対する抵抗性が弱く、皮膚ダメージのリスク
が高くなるため、高ＳＰＦの紫外線防御剤を使用することが推奨される。
【００２５】
　これにより、美容アドバイスにおいては、被験者の皮膚の反応性に適した紫外線防御方
法をアドバイスすることができる。特に、被験者に適した紫外線防御力の化粧料を推奨す
ることができ、被験者が、無用に高いＳＰＦ又はＰＡ(Protection Grade of UVA」)の化
粧料を使用することを防止することができる。
【実施例】
【００２６】
　以下、実施例に基づいて本発明を具体的に説明する。
（１）皮膚温回復率
　２４～４８歳の男性１９名に次の条件で冷水負荷試験を行い、前述の式により皮膚温回
復率を求めた。
　試験時期：９－１０月
　環境条件：２４℃、５０％ＲＨ
　冷水に浸漬する部位：右手手首より末端側
　冷水温度：１５℃
　冷水への浸漬時間：１分間
　皮膚温測定部位：右手指先
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　皮膚温測定タイミング：冷水負荷開始前、冷水負荷終了時、冷水負荷終了後１０分
【００２７】
　皮膚温は、赤外線サーモグラフィ（日本アビオニクス社製、サーモトレーサTH9260）に
より測定した。
【００２８】
（２）紫外線に対する皮膚の反応性
(2-1)ＭＥＤ
　（１）と同じ１９名の上腕内側に、波長２８０～３２０ｎｍの紫外線を１０ｍＪ／ｃｍ
2ずつ照射量を変えて４０ｍＪ／ｃｍ2から１００ｍＪ／ｃｍ2まで７段階の照射量で照射
し、１６～２４時間後に被照射部位に紅斑が現れた最小の照射量をＭＥＤとして求めた。
　（１）で得た皮膚温回復率と上述のＭＥＤとの関係を求めた。結果を図１に示す。
【００２９】
　図１から、皮膚温回復率からＭＥＤを推定でき、皮膚温回復率が高い人は紫外線による
皮膚の紅斑が起こりにくいことがわかる。
【００３０】
(2-2)色素沈着による皮膚の黒化
　（１）と同じ１９名の上腕内側に、波長２８０～３２０の紫外線を２ＭＥＤの照射量で
照射し、照射前と照射８日後の皮膚の明るさの変化量（ΔＬ*）を測定した。
【００３１】
　ここで、皮膚の明るさの変化量（ΔＬ*）は、照射前と照射８日後の紫外線照射部位の
Ｌ*を分光測色計ＣＭ２６００ｄ（コニカミノルタ社）で３回ずつ測定し、それぞれの平
均値の差をとることにより求めた。
【００３２】
　（１）で得た皮膚温回復率と上述の皮膚の明るさの変化量（ΔＬ*）との関係を求めた
。結果を図２に示す。
【００３３】
　図２から、皮膚温回復率から皮膚の明るさの変化量（ΔＬ*）を推定することができ、
皮膚温回復率が高い人は、紫外線照射後の色素沈着が起こりにくいことがわかる。
【産業上の利用可能性】
【００３４】
　本発明の皮膚の紫外線に対する反応性の推定方法は、皮膚を紫外線から適切に守るため
の美容上の推定方法として有用である。したがって、本発明は、美容アドバイス、紫外線
防御力を有する化粧料の販売、美容食品、入浴剤、美容機器の販売等で使用することがで
きる。
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